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§１．研究成果の概要 

 

本研究は、人と会話したり人同士の会話を促したりするロボットを活用し、学校や職場、地域に

おける他者とのつながりを気付かせることで、コミュニティ内のソーシャルキャピタルの醸成を支援

することを目的としている。2020 年度は 2 つの研究に取り組んだ。 

１つめの研究では、初対面の人同士に事前にロボットが会話を促しておくと、その後の 2 名の間

で会話が増え、相手の印象が向上する、という仮説を検証した。ここでは、初対面 2 名に 5 日間実

験室に来てもらい、ロボットの介入あり条件では最初の 4 日間ダミー課題の前に 2 名に会話を促し、

ロボットの介入なし条件では何も行わなかった。これによって 5 日目に介入のあった 2 名に自発的

な会話が発生することを期待した。しかし、両条件で自発的な会話は発生せず、相手の印象に関

するアンケートでも差は認められなかった。これは単純に話を促すだけでは、相手の印象は向上し

ないことを示している。そこで、お互いの興味が共通している話題を聞き出し、話を促すことで会話

を増やすことができないか検討している。 

2 つめの研究では、人にポジティブな効果を与えられるロボットの振る舞いについて、ヒトではな

くロボットや CG から褒められると人の運動技能の習得が促進されることを明らかにした。詳細な分

析の結果、ロボットと CG の間では褒めの効果に違いは認められなかったが、ロボットと CG は 1 体

で褒める場合より 2 体で褒める場合に、褒めの効果が向上することが分かった。これは、複数のロ

ボットを使ってソーシャルキャピタルの醸成を支援しようとする本研究の有効性を示唆する結果と言

える。 
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